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቟ၔのᱧผを⃻ઍにવえるᖱႎ⹹

��　․೎ዷޟ㒶㓁Ꮷ　቟୚᥍᣿ޠ
��　․೎ዷޟ⊒ជߚࠇߐᣣᧄ೉ፉ ޠ����
��　ㅪタޟᙬ߆しの౮⌀　ᤄ߽のޠࠅߚ߇
��　቟␽ᢥൻのߣߐではߜߚੱߊࠄߚ、ᤘ๺のฬ૞ࠪࡑࡀ
��　቟ၔ市ᱧผඳ‛㙚ⴕ事紹介、市民ギャラリーࠅࠃお⍮ߖࠄ
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安城市
歴史博物館

Anjo city Museum of History

Hoe

Maruheki boxMaruheki box

［全館共通事項］

住　所 / 〒446-0026 愛知県安城市安城町城堀 30 番地

休館日 / 毎週月曜日（祝日の場合は開館）、年末年始（12/28-1/4）

URL/ http://ansyobunka.jp/ ҈৕࢛ྼࢤദ෼ؙ

․㓸㧤Ԙ㒶㓁Ꮷ�቟୚᥍᣿　ԙ⊒ជߚࠇߐᣣᧄ೉ፉ ����
౮⌀ฝ਄㧤቟୚᥍᣿౏⡿௝↹㧒᥍᣿␹␠⬿㧓　 ౮⌀ਛᄩ㧤ੱ㕙ᄅᒻᢥ࿯ེ㧒቟ၔ市ᱧผඳ‛㙚⬿㧓　

HiganbanaHiganbana

Human face earthenwareHuman face earthenware

安城市歴史博物館 　開館時間 / AM9:00 ～ PM5:00
TEL : 0566-77-6655    FAX : 0566-77-6600

安城市民ギャラリー 　開館時間 / AM9:00 ～ PM5:00
TEL : 0566-77-6853 　FAX : 0566-77-4491

安城市埋蔵文化財センター　 開館時間 / AM9:00 ～ PM5:00
TEL : 0566-77-4477 　FAX : 0566-77-6600

安祥公民館 開館時間 / AM9:00 ～ PM9:00
TEL : 0566-77-5070     FAX : 0566-77-6062

安祥城址公園　　　 TEL : 0566-71－2244

安祥文化のさととは安城市にある松平氏四代 50 年の居城
跡を整備した安祥城址公園一帯の名称です

第 74回　安美展

久野和洋《地の風景・陽の入る刻》

安美展は安城市唯一の公式の公募型美術作品展
覧会で、市内にとどまらず、広く全国から募った美術
作品を展示します。

「心に残る風景、心に描く風景」をテーマに、市民ギャ
ラリーコレクションの中から選りすぐった作品と、市内
小中学校 29 校から寄せられた作品を紹介します。

日本画、書、工芸・彫塑  10/20（金）～10/29（日）
洋画、写真  11/3（金・祝）～11/12（日）
9：00～17：00
10/23（月）、11/6（月）

9/29（金）～10/8（日）
9:00～17:00（最終日は～16:00 ）
10/2（月）

安城市民ギャラリーよりお知らせ

8

企画展
「心が見た風景‐心に残る風景、心に描く風景‐」

［開催期間］
［ 時 間 ］
［休 館 日］

［ 前 期 ］
［ 後 期 ］
［ 時 間 ］
［休 館 日］

第73回安美展  グリーンリボン賞受賞作品
洋画部門（アクリル画）  伊藤文夫《枯れ木も山の賑い》

歴博演芸場 体験講座

●懐かしの“車” 写生大会＆写真撮影会
Ჶ౮౺の㠖をሩᗲ内にてᤡ⬨。㠖のቌ⢐᜼
会ಧቌ⧾Ṻᬋ会を౭౶಍いಡ౼。ቌ⢐作ᒛ
ಧቌ⧾作ᒛಒ೏ഄഊഋഝにてᤡ⬨౺ಡ౼。

సὅᾌహ 11 月 � ὅ（ᗻ）  1���� 䊈 15���
స場ᴁహ 安⭊城ᘔሩᗲ
సᣠ㚼హ ቌ⢐ܬᣰᡩ⢐ၖ࿃

తతత ቌ⧾ܬಌ಍ಂಊಥ
స⢢㢛హ ᫳ὅᏴ၊

安城市歴史博物館తੂ �5��������55
႞㹮㙋ᩯಒ㲪㗋にてᏴ၊を㑳いಡ౼。ᐘ㙋ᩯ
の⢢㢛㯋ឪὅを⫝̸㗡の࿂౭⢢౺㢛ಢ࿃さい。

● 本格的なくみひも体験！
オリジナル小物づくり

‱⃪⦕಍くಢಕಥの⹏ಢἧをᡩಖ、ೋഋ
೙೫ഌのᣰ物を作りಡ౼。

సὅᾌహ 1� 月 �1 ὅ（ᗻ） 1���� 䊈 15���
సᢓᒨహ 1� 名（ል⨓㵙） సᏣጆ㛻హ 1�5�� ሼ
స場ᴁహ 歴史博物館 ႞㹮ᡩ⼱ᢚ
స⢢㢛హ1� 月 5 ὅ（（‮  ���� 䊈

● ロープワーク体験
～暮らしに活かす先人の知恵～

῝ಬ౺にᬒⰫಇഎഝ೸ഐഝ೐をᡩಖಡ౼。
సὅᾌహ 11 月 1� ὅ（ᗻ） 1���� 䊈 1����
సᢓᒨహ 15 名（ል⨓㵙）  సᏣጆ㛻హ ��� ሼ
స場ᴁహ 安⭊城ᘔሩᗲ
స⢢㢛హ11 月 5 ὅ（ὅ）  ���� 䊈

● ミニはにわづくり体験
～成形から焼成まで～

ಒにಲのᶃဵ᫾を作りಡ౺ಪ౩。ྼ 㡑ಊ♔
᳝にಥᶋᳮ౺ಡ౼。

సὅᾌహ 1� 月1�ὅ（ὅ） 1���� 䊈 15���
సᢓᒨహ 1� 名（ል⨓㵙） 

సᣠ㚼హ ᣰᡩ � 年⢐ၖ࿂

సᏣጆ㛻హ ��� ሼ
స場ᴁహ 市⍥೏ഄഊഋഝዩ作ᢗ⼱ᢚ
స⢢㢛హ11 月 1� ὅ（ὅ）  ���� 䊈
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第12回

平成29年

安祥文化のさと
（歴史博物館・市民ギャラリー・埋蔵文化財セン
ター・安祥公民館・安祥城址公園）

開
催
日
時

場
所

平成29年

9:00～16:009:00～16:00
安祥文化のさと
（歴史博物館・市民ギャラリー・埋蔵文化財
センター・安祥公民館・安祥城址公園）

10月７日 土10月７日

日8日8日
開
催
日
時

場
所

・石舞台でのステージ公演　・さとマルシェ
・しろあと茶屋　・歴史のひろば展表彰式
・「秋を書く」書の実演　・野点茶会
ほか飲食販売

ㄒ㑸␠ጰಧ⌂ᐍ⪊⯵⦌㒉಍ಌథ
⌂ᐍಋἃ፥ವ೧ഝマಋ౺ಂ౭⭏ಭವ㯋ᆗద

⧐ಭಃ౲౸ಶのᆗ౺ವၩ⢨࿜䈫
౿ಕ㤃ಖಎ౰ಉ౲ಃ౸౧ద

ㄒ㑸␠ጰಧ⌂ᐍ⪊⯵⦌㒉಍ಌథ
⌂ᐍಋἃ፥ವ೧ഝマಋ౺ಂ౭⭏ಭವ㯋ᆗద

⧐ಭಃ౲౸ಶのᆗ౺ವၩ⢨࿜䈫
౿ಕ㤃ಖಎ౰ಉ౲ಃ౸౧ద

申込・問合せ

҈৕࢛ྼࢤദ෼ؙの�10݆～12݆の΢ϗϱφ

౮⌀㧤቟ၔ↸㠽⍑࿑
ࠅࠃ㧒ᤘ๺��ᐕೀ㧓ޢの቟ၔᬺ↥ޡ

⌂ᐍಋἃ፥ವ೧ഝマಋ౺ಂ౭⭏ಭವ㯋ᆗదವ㯋ᆗదವ㯋ᆗదವ㯋ᆗద⌂ᐍಋἃ፥ವ೧ഝマಋ౺ಂ౭⭏ಭವ㯋ᆗదವ㯋ᆗద⌂ᐍಋἃ፥ವ೧ഝマಋ౺ಂ౭⭏ಭವ㯋ᆗద⌂ᐍಋἃ፥ವ೧ഝマಋ౺ಂ౭⭏ಭವ㯋ᆗదವ㯋ᆗద⌂ᐍಋἃ፥ವ೧ഝマಋ౺ಂ౭⭏ಭವ㯋ᆗద⌂ᐍಋἃ፥ವ೧ഝマಋ౺ಂ౭⭏ಭವ㯋ᆗదವ㯋ᆗద⌂ᐍಋἃ፥ವ೧ഝマಋ౺ಂ౭⭏ಭವ㯋ᆗద⌂ᐍಋἃ፥ವ೧ഝマಋ౺ಂ౭⭏ಭವ㯋ᆗదವ㯋ᆗద⌂ᐍಋἃ፥ವ೧ഝマಋ౺ಂ౭⭏ಭವ㯋ᆗద⌂ᐍಋἃ፥ವ೧ഝマಋ౺ಂ౭⭏ಭವ㯋ᆗదವ㯋ᆗద⌂ᐍಋἃ፥ವ೧ഝマಋ౺ಂ౭⭏ಭವ㯋ᆗద⌂ᐍಋἃ፥ವ೧ഝマಋ౺ಂ౭⭏ಭವ㯋ᆗదವ㯋ᆗద⌂ᐍಋἃ፥ವ೧ഝマಋ౺ಂ౭⭏ಭವ㯋ᆗదವ㯋ᆗదವ㯋ᆗదವ㯋ᆗద
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﹇
定
員
﹈ 

80
名

﹇
申
込
﹈
不
要

特
別
展
関
連
行
事

23

ର
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︵
安
城
市
歴
史
博
物
館
︶

陰
陽
道
は
︑中
国
で
発
生
し
た
陰
陽
五
行
思
想
を
基

本
に
︑道
教
や
密
教
︑神
道
や
日
本
古
来
の
自
然
観
な
ど

が
混
ざ
り
合
っ
て
︑日
本
で
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
︒陰
陽
道
の
担
い
手
で
あ
る
陰
陽
師
は
︑奈
良
時

代
に
整
備
さ
れ
た
律
令
に
お
い
て
︑中
務
省
内
に
設
け

ら
れ
た
官
庁
の
一
つ﹁
陰
陽
寮
﹂に
所
属
す
る
技
官
の
官

職
名
で
し
た
︒そ
の
役
割
は﹁
占
筮
﹂︵
吉
凶
を
占
う
︶・

﹁
相
地
﹂︵
地
の
良
し
悪
し
を
み
る
︶と
さ
れ
︑主
に
国
家

に
関
す
る
大
事
に
対
し
︑予
兆
や
原
因
を
占
う
こ
と
を

職
務
と
す
る
︑占
術
技
能
者
だ
っ
た
の
で
す
︒

し
か
し
平
安
時
代
に
な
る
と
︑占
い
だ
け
で
な
く
︑異

常
気
象
や
災
害
︑怪
異
現
象
が
起
こ
っ
た
時
の
対
処
も

任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
︒当
時
︑こ
う
し
た
現
象
は

神
・
怨
霊
の
祟
り
と
考
え
ら
れ
︑こ
れ
を
鎮
め
る
の
は

僧
侶
や
神
祇
官
の
役
目
で
し
た
︒こ
う
し
た
中
で
︑平
安

安
倍
晴
明
の
名
が
史
料
上
で
最
初
に
確
認
で
き
る
の

は
︑天
徳
四
年︵
九
六
〇
︶︑晴
明
四
〇
歳
の
時
で
す
︒こ

の
年
︑晴
明
は
陰
陽
寮
を
構
成
す
る
陰
陽
・
天
文
・
暦
・

漏
刻
の
四
分
野
の
う
ち
︑天
文
分
野
の
得
業
生︵
有
能
な

学
生
を
選
抜
し
て
勉
学
の
た
め
に
衣
服
・
食
料
を
支
給

す
る
も
の
︶と
し
て
︑内
裏
の
火
災
で
焼
損
し
た
霊
剣
の

鋳
造
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
︒そ
し

て
天
禄
三
年︵
九
七
二
︶︑五
二
歳
の
時
に
天
文
博
士
と

し
て
天
文
密
奏︵
天
変
を
密
封
し
た
文
書
で
奏
上
す
る

こ
と
︶を
行
っ
て
い
ま
す
︒こ
う
し
た
晴
明
の
職
歴
は
︑

師
と
さ
れ
る
賀
茂
保
憲
が
四
〇
歳
代
で
陰
陽
寮
の
最
高

位
で
あ
る
陰
陽
頭
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
比
べ
る

と
︑か
な
り
遅
い
と
い
え
ま
す
︒

晴
明
の
陰
陽
師
と
し
て
の
活
動
は
︑貴
族
た
ち
の
日

記
等
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒そ
の
活
動
内
容

は
︑怪
異
や
病
の
原
因
を
占
っ
た
り
︑儀
式
や
行
事
の
吉

日
を
選
ん
で
奏
上
す
る
ほ
か
︑祓
や
祭
祀
の
執
行
な
ど

で
す
︒

万
歳
は
江
戸
時
代
︑正
月
の
代
表
的
な
祝
福
芸

の
一
つ
で
す
︒特
に
安
城
ゆ
か
り
の
三
河
万
歳
は
︑

関
東
に
檀
那
場
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
︑江
戸

で
は
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
で
し
た
︒こ
の
三
河
万

歳
は
︑天
和
三
年︵
一
六
八
三
︶以
降
︑陰
陽
師
を
統

括
す
る
土
御
門
家
の
支
配
下
に
入
っ
て
活
動
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
︒

土
御
門
家
は
︑平
安
時
代
に
活
躍
し
た
陰
陽
師

安
倍
晴
明
の
嫡
流
で
す
︒晴
明
は
︑彼
の
活
躍
し
た

時
代
か
ら
千
年
経
っ
た
現
在
で
も
様
々
な
術
を
用

い
︑式
神
を
自
在
に
操
る
類
ま
れ
な
術
師
と
し
て

映
画
や
漫
画
な
ど
に
登
場
し
︑人
気
を
博
し
て
い

ま
す
︒し
か
し
︑晴
明
と
同
時
代
を
生
き
た
人
々
の

記
録
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
︑現
在
の
私
達
が
抱

く
超
人
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
︑朝
廷
や
天

皇
・
貴
族
の
た
め
に
︑怪
異
現
象
の
卜
占
や
行
事

の
日
時
・
方
角
の
選
定
︑祓
や
祭
祀
な
ど
を
粛
々

と
行
う
晴
明
の
姿
で
す
︒

今
回
の
展
覧
会
で
は
︑晴
明
の
実
像
に
迫
る
と

と
も
に
︑晴
明
の
没
後
に
形
作
ら
れ
た
︑稀
代
の
陰

陽
師
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
像
形
成
の
過
程
を
追
い

ま
す
︒ま
た
︑晴
明
以
後
の
安
倍
家
・
土
御
門
家
の

変
遷
と
三
河
万
歳
と
の
関
わ
り
を
史
料
か
ら
紹
介

し
ま
す
︒

˖
ى
೨
ޮ
ԍ

ứ
今
に
ਫ਼
͘
る
ࢀ
Ց
ຬ
ࡂ
Ừ

﹇
日
時
﹈９
月
23
日︵
土
︶10
時
～

﹇
場
所
﹈歴
史
博
物
館

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

﹇
出
演
﹈

安
城
の
三
河
万
歳
保
存
会
︑安
城

東
部
小
学
校
三
河
万
歳
部

﹇
申
込
﹈
不
要

9月23日［土］
11月5日［日］

平成29年

【観覧料】300円（中学生以下無料）

文責 : 田中里張

特
別
展

特
別
展

特
別
展

万
歳
は
江
戸
時
代
︑正
月
の
代
表
的
な
祝
福
芸

9月23日
平成29年29

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

特
別
展

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

安
倍
晴
明

陰
陽
師

天
文
博
士　

安
倍
晴
明

時
代
の
陰
陽
師
た
ち
は
多
様
な
陰
陽
道
独
自
の
祭
祀
を

生
み
出
し
て
い
き
ま
し
た
︒同
時
に
︑災
い
を
避
け
る
た

め
に
日
時
や
方
位
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
禁
忌
が
生

み
出
さ
れ
︑朝
廷
に
お
け
る
儀
式
や
貴
族
た
ち
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
︒

晴
明
は
寛
和
二
年︵
九
八
六
︶に
天
文
博
士
を
辞
し
た

後
は
︑主
計
権
助
︑大
膳
大
夫
︑左
京
権
大
夫
を
歴
任
し

ま
す
︒し
か
し
藤
原
実
資
や
藤
原
道
長
︑藤
原
行
成
の
日

記
で
は
天
文
博
士
を
辞
し
て
か
ら
の
方
が
活
躍
を
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
︒

晩
年
の
晴
明
は﹁
陰
陽
道
の
傑
出
者
﹂と
認
識
さ
れ
て

お
り
︑陰
陽
師
と
し
て
そ
の
能
力
を
必
要
と
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
︒

ま
た
こ
の
頃
︑貴
族
に
私
的
に
奉
仕
す
る
こ
と
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
︒実
資
や
道
長
の
日
記
か
ら
は
︑度
々

私
的
な
立
場
で
祓
や
祭
祀
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
︒

晴
明
像
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
︒

続
く
鎌
倉
時
代
で
も
︑道
長
に
か
け
ら
れ
た
呪
詛
を

破
り
︑呪
詛
し
た
者
を
特
定
す
る
話
な
ど
が﹃
宇
治
拾
遺

物
語
﹄に
記
さ
れ
て
い
ま
す
︒そ
の
ほ
か
に
も
数
多
く
の

説
話
集
で
晴
明
の
能
力
が
語
ら
れ
︑﹁
安
倍
晴
明
﹂が
優

れ
た
陰
陽
師
の
代
名
詞
に
な
っ
て
い
き
ま
す
︒

さ
ら
に
は
︑晴
明
の
母
が
神
狐
で
あ
り
︑晴
明
の
能
力

は
神
狐
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
と
い
う﹁
晴
明
＝
化
生

者
﹂説
が
生
ま
れ
︑江
戸
時
代
に
は
こ
う
し
た
晴
明
の
伝

説
が
ま
と
め
ら
れ
た﹃
安
倍
晴
明
物
語
﹄が
刊
行
さ
れ
ま

す
︒晴
明
の
物
語
は
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
の
題
材
と
し
て

採
用
さ
れ
︑陰
陽
道
に
関
わ
ら
な
い
多
く
の
人
々
に
も

﹁
稀
代
の
陰
陽
師　

安
倍
晴
明
﹂の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
の
で
す
︒

一
二
世
紀
末
に
鎌
倉
幕
府
が
成
立
す
る
と
︑晴
明
の

子
孫
で
あ
る
安
倍
氏
の
陰
陽
師
た
ち
は
︑朝
廷
や
天
皇

家
の
た
め
に
奉
仕
す
る
一
方
で
︑幕
府
や
将
軍
家
の
た

め
に
も
祭
祀
等
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
︒

朝
廷
と
武
家
政
権
双
方
に
仕
え
る
ス
タ
イ
ル
は
︑次

の
室
町
時
代
も
同
様
で
す
︒特
に
三
代
将
軍
足
利
義
満

は
安
倍
・
賀
茂
両
家
の
陰
陽
師
を
重
用
し
︑安
倍
有
世

は
晴
明
の
従
四
位
下
を
超
え
る
従
二
位
の
公
卿
に
ま
で

昇
進
し
ま
し
た
︒こ
の
頃
か
ら
︑安
倍
氏
嫡
流
は
土
御
門

安
倍
か
ら
土
御
門
へ

晴
明
が
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
寛
弘
二
年︵
一
〇
〇

五
︶か
ら
約
百
年
後
︑平
安
時
代
末
期
に
編
纂
さ
れ
た
説

話
集﹃
今
昔
物
語
集
﹄に
は
︑晴
明
の
話
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
︒そ
こ
で
は
︑晴
明
は
式
神
を
自
在
に
操
る
︑卓

越
し
た
能
力
を
持
つ
陰
陽
師
と
し
て
語
ら
れ
て
い
ま

す
︒し
か
し
同
時
代
の
諸
記
録
か
ら
は
︑晴
明
が
式
神
を

操
る
場
面
は
確
認
で
き
ず
︑す
で
に
実
物
と
は
離
れ
た

稀
代
の
陰
陽
師　

安
倍
晴
明

平
安
の
都
と
陰
陽
師

文責 : 田中里張

大将軍神半跏像 奈良国立博物館蔵
方位を司る暦神。大将軍神が所在する
方位は凶とされた。

御堂関白記（自筆本）　長保二年巻上　陽明文庫蔵
藤原道長の日記原本。道長が娘彰子の立后に際して日時
を選んで奏上するよう命じたことが記されている。

宇治拾遺物語14巻
「御堂関白の御犬晴明等奇特の事」

西尾市岩瀬文庫蔵

霊元天皇綸旨　天和三年　宮内庁書陵部蔵
土御門家に陰陽師の支配を認めた綸旨。
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﹇
日
時
﹈９
月
30
日︵
土
︶14
時
～

﹇
場
所
﹈
歴
史
博
物
館
講
座
室

﹇
講
師
﹈
田
中
里
張︵
本
館
学
芸
員
︶

﹇
申
込
﹈
不
要

˖
展
ࣖ
մ
ઈ

﹇
日
時
﹈10
月
15
日︵
日
︶

10
月
22
日︵
日
︶

　
　

各
日
14
時
～

﹇
申
込
﹈
不
要

˖
ର
ݩ
ߪ
࠴

ứ
ຌ
֪
ద
な
͚
Ί
ͽ
΍
ର
ݩ
ˏ

ɻ
Ψ
Ϩ
ジ
ψ
ϩ
ঘ
෼
Ͱ
͚
Ε
Ừ

﹇
日
時
﹈ 

10
月
21
日︵
土
︶

 

10
時
～
15
時

﹇
場
所
﹈
歴
史
博
物
館
体
験
学

習
室

﹇
講
師
﹈大
河
内
美
津
代
氏

︵
く
み
ひ
も
工
芸
豊
美
会
代
表
︶

﹇
定
員
﹈10
名

﹇
料
金
﹈１
５
０
０
円

﹇
そ
の
他
﹈昼
食
は
各
自
に
て
ご

用
意
く
だ
さ
い
︒

﹇
申
込
﹈ 10
月
５
日︵
木
︶９
時
よ
り

お
電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
︒

家
︑賀
茂
氏
嫡
流
は
勘
解
由
小
路
家
を
名
乗
る
よ
う
に

な
り
ま
す
︒

江
戸
時
代
に
お
い
て
も
土
御
門
家︵
安
倍
家
︶は
歴
代

将
軍
の
宣
旨
の
際
に
身
固
め︵
身
を
堅
固
に
す
る
た
め

の
加
持
︶や
天
曹
地
府
祭
を
奉
仕
す
る
な
ど
︑幕
府
と
の

つ
な
が
り
を
持
ち
ま
す
︒

こ
う
し
た
中
で
天
和
三
年︵
一
六
八
三
︶︑朝
廷
・
幕

府
双
方
か
ら
諸
国
陰
陽
師
の
支
配
を
認
め
ら
れ
る
と
︑

陰
陽
師
だ
け
で
な
く
民
間
の
宗
教
者
や
芸
能
者
を
も
配

下
に
お
さ
め
︑土
御
門
家
を
頂
点
と
し
た
陰
陽
道
組
織

が
編
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
︒三
河
万
歳
も
土
御
門
家
配

下
の
陰
陽
師
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

こ
の
全
国
の
陰
陽
師
支
配
は
︑明
治
三
年︵
一
八
七

〇
︶に
明
治
政
府
が
天
社
神
道︵
土
御
門
家
の
陰
陽
道
を

指
す
︶廃
止
を
通
達
す
る
こ
と
で
終
わ
り
を
告
げ
ま
す
︒

し
か
し﹁
稀
代
の
陰
陽
師
﹂安
倍
晴
明
の
名
は
物
語
や
演

劇
に
よ
り
︑民
衆
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
︑さ
ら
に
民

間
の
陰
陽
師
た
ち
の
活
動
と
と
も
に
地
方
に
も
伝
わ

り
︑各
地
に﹁
晴
明
ゆ
か
り
の
地
﹂が
生
み
出
さ
れ
ま
し

た
︒そ
し
て
現
在
で
も
︑小
説
や
漫
画
な
ど
に
よ
り
︑新

た
な
晴
明
像
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
で
す
︒

て
ん
そ
う
ち
ふ
さ
い

け
し
ょ
う
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山
形
県
押
出
遺
跡
は
、縄
文
時
代
前
期
後
半
の

遺
跡
で
す
。こ
の
遺
跡
で
は
、赤
と
黒
で
彩
色
さ
れ
た

漆
塗
り
土
器
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。上
か
ら
見
る
と

角
丸
方
形
で
、口
縁
部
に
は
貫
通
孔
が
一
周
し
ま
す
。

そ
し
て
赤
漆
を
全
面
に
塗
り
、黒
漆
で
渦
巻
き
な
ど
の

緻
密
な
文
様
を
描
い
て
い
ま
す
。そ
の
形
状
の
独
自

性
、完
形
で
出
土
し
た
希
少
性
か
ら
も
一
見
の
価
値

あ
り
で
す
。

岡
山
県
神
明
遺
跡
は
、弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時

代
の
集
落
遺
跡
で
す
。集
落
の
最
も
標
高
の
高
い
地

点
か
ら
銅
鐸
が
埋
納
さ
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
ま
し

た
。銅
鐸
は
つ
り
手
の
形
状
や
文
様
か
ら
弥
生
時
代

中
期
後
半
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。集

落
の
中
か
ら
銅
鐸
が
発
見
さ
れ
る
例
は
少
な
く
、謎

多
き
銅
鐸
で
す
。ま
た
、香
川
県
天
満
・
宮
西
遺
跡

か
ら
は
、弥
生
時
代
後
期
の
銅
鐸
片
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。こ
の
銅
鐸
片
に
は
鳥
ま
た
は
鹿
が
鋳
出
さ
れ
て

お
り
、銅
鐸
文
化
の
最
後
に
作
ら
れ
た
絵
画
銅
鐸
と

い
え
ま
す
。

宮
城
県
入
の
沢
遺
跡
は
、古
墳
時
代
前
期
の
遺
跡

で
す
。平
成
二
十
六
年
度
の
調
査
で
丘
陵
上
に
、周

囲
を
塀
と
大
溝
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
防
御
性
の
高
い

大
規
模
な
集
落
で
す
。そ
の
う
ち
、火
事
で
消
失
し
た

と
見
ら
れ
る
竪
穴
建
物
の
一
棟
か
ら
土
器
と
と
も

に
、鏡
や
玉
類
、鉄
製
品
、水
銀
朱
な
ど
古
墳
の
副
葬

品
に
匹
敵
す
る
遺
物
が
出
土
し
ま

し
た
。こ
の
遺
跡
は
、古
墳
時
代
前

期
の
大
型
古
墳
の
分
布
域
の
最

北
に
位
置
し
、北
方
に
広
が
る
続

縄
文
文
化
と
の
境
界
に
立
地
し
ま

す
。鏡
な
ど
畿
内
の
権
力
と
関
わ

る
出
土
品
か
ら
、拠
点
的
な
大
規

模
集
落
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

奈
良
県
の
唐
招
提
寺
は
天
平

宝
字
三
年（
七
五
九
）に
鑑

真
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
ま

し
た
。平
成
二
十
五
～
二

十
七
年
度
の
旧
境
内
の
調

査
で
、三
色
の
釉
薬
を
塗
り
分
け
た
三
彩
瓦

が
出
土
し
ま
し
た
。三
彩
瓦
は
八
世
紀
中
葉
か
ら
九

世
紀
初
頭
の
わ
ず
か
な
期
間
に
の
み
生
産
さ
れ
、そ
の

分
布
も
平
城
京
、平
安
京
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
ま
す
。格

式
の
高
い
瓦
で
あ
り
、国
家
に
よ
っ
て
生
産
が
管
理
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
唐
招
提
寺
と
国

家
と
の
つ
な
が
り
を
想
定
で
き
ま
す
。

鹿
児
島
城
は
薩
摩
藩
の
本
城
で
あ
り
、明
治
十
年

（
一
八
七
七
）の
西
南
戦
争
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

熊
本
・
宮
崎
の
戦
い
に
敗
れ
た
西
郷
隆
盛
軍
は
城
の

背
後
に
そ
び
え
る
城
山
に
布
陣
し
ま
し
た
。明
治
政

府
軍
は
五
万
人
の
兵
で
取
り
囲
み
、無
数
の
銃
弾
・

砲
弾
を
浴
び
せ
ま
し
た
。本
丸
の
正
面
に
置
か
れ
た

御
楼
門
の
石
垣
を
清
掃
し
た
と
こ
ろ
、無
数
の
穴
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。い
く
つ
か
の
穴
の
中
に
は
銃
弾
・

砲
弾
片
が
残
っ
て
い
て
、政
府
軍
の
銃
撃
の
す
さ
ま
じ

さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。今
回
の
展
示
で
は
、御
楼
門
で

使
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
鬼
瓦
を
は
じ
め
、西
南
戦

争
で
使
用
さ
れ
た
銃
弾
・
砲
弾
等
を
展
示
し
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、旧
石
器
時
代
研
究
の
礎
を
築
い
た

長
崎
県
百
花
台
遺
跡
、飛
鳥
京
跡
苑
池
か
ら
出
土

し
た
最
古
級
の
錠
前
で
あ
る
海
老
錠
、東
海
地
方
屈

指
の
山
寺
・
豊
橋
市
普
門
寺
旧
境
内
や
、ア
イ
ヌ
民

族
の
豊
か
な
歴
史
と
深
い
伝
統
文
化
を
伝
え
る
北
海

道
オ
ニ
キ
シ
ベ
２
遺
跡
な
ど
旧
石
器
時
代
か
ら
現
代

ま
で
全
国
一
七
の
遺
跡
の
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
三
月
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
の
復
興
と
埋
蔵
文
化
財
保

護
の
両
立
を
図
る
た
め
、
岩
手
・
宮
城
・

福
島
で
は
急
ピ
ッ
チ
で
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。復
興
事
業
に
伴
う
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
多
く
の
新
発
見
が
あ
り
、文

化
の
復
興
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
進

ん
で
き
て
い
ま
す
。

岩
手
県
高
根
遺
跡
は
縄
文
時
代
中
期

の
大
規
模
な
集
落
遺
跡
で
す
。急
峻
な
斜

面
に
多
く
の
貯
蔵
穴
が
発
見
さ
れ
、大
量

の
土
器
や
石
器
、
玉
類
、
魚
骨
や
貝
殻
な

ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

ま
た
、平
成
二
十
八
年
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
で
も
多
く
の
文
化
財
が
被
害
を
受

け
ま
し
た
。今
回
熊
本
県
内
の
古
墳
の
被

害
状
況
を
パ
ネ
ル
で
速
報
展
示
し
ま
す
。

日
本
は
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
て
お
り
、海
と
共
に
歴

史
を
歩
ん
で
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

長
崎
県
史
跡
鷹
島
神
崎
遺
跡
は
、二
度
の
蒙
古
襲

来
の
う
ち
、弘
安
合
戦（
一
二
八
一
）に
関
す
る
資
料
が

見
つ
か
っ
て
お
り
、日
本
を
代
表
す
る
水
中
遺
跡
の
一
つ

で
す
。こ
の
遺
跡
が
平
成
二
十
四
年
に
国
史
跡
指
定
さ

れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、文
化
庁
で
は
水
中
遺
跡
保

護
の
取
り
組
み
を
本
格
化
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、
今
回

は
、日
本
各
地
で
調
査
さ
れ
た
七
つ
の
遺
跡
に
焦
点
を

当
て
、水
中
遺
跡
の
世
界
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

滋
賀
県
粟
津
湖
底
遺
跡
は
琵
琶
湖
の
湖
底
に
沈
ん

だ
縄
文
集
落
で
す
。矢
板
で
囲
ん
だ
調
査
区
を
設
け
、

常
時
排
水
を
行
い
な
が
ら
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
倉
木
崎
海
底
遺
跡
は
、水
深
二
～
四
ｍ

の
浅
瀬
か
ら
数
多
く
の
中
国
陶
磁
器
が
ま
と
ま
っ
て
発

見
さ
れ
ま
し
た
。調
査
は
潜
水
で
行
わ
れ
ま
し
た
。中
国

か
ら
の
交
易
船
が
座
礁
し
た
際
に
積
荷
を
投
げ
捨
て
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、明
治
元
年（
一
八
六
六
）に
北
海
道
江
差

沖
で
沈
没
し
た
旧
幕
府
軍
の
軍
艦
・
開
陽
丸

か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
た
銃
や
日
本
刀
な
ど

の
武
器
、乗
組
員
ら
の
生
活
用
品
な
ど
の

資
料
を
展
示
し
ま
す
。

特集

1

模
集
落
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

奈
良
県
の
唐
招
提
寺
は
天
平

宝
字
三
年（
七
五
九
）に
鑑

真
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
ま

し
た
。平
成
二
十
五
～
二

十
七
年
度
の
旧
境
内
の
調

査
で
、三
色
の
釉
薬
を
塗
り
分
け
た
三
彩
瓦

が
出
土
し
ま
し
た
。三
彩
瓦
は
八
世
紀
中
葉
か
ら
九

漆塗り土器（押出遺跡）

銅鐸（神明遺跡）

新発見考古速報新発見考古速報復
興
の
た
め
の
文
化
力

―

東
日
本
大
震
災
の
復
興
と

　　　　　

埋
蔵
文
化
財
の
保
護―

復
興
の
た
め
の
文
化
力

―

東
日
本
大
震
災
の
復
興
と

　　　　　

埋
蔵
文
化
財
の
保
護―

特集

2

発
掘
さ
れ
た
水
中
遺
跡

発
掘
さ
れ
た
水
中
遺
跡

お
ん
だ
し

し
ん
め
い

て
ん
ま

み
や
に
し

ご
ろ
う
も
ん

安
城
市
東
町
の
亀
塚
遺
跡
で
人
面

文
壺
形
土
器
が
出
土
し
て
か
ら
今
年

で
四
〇
年
と
な
り
ま
す
。昭
和
五
十
二

年（
一
九
七
七
）年
亀
塚
遺
跡
第
二
次

調
査
で
発
見
さ
れ
た
人
面
文
土
器
は
、

精
緻
な
表
現
、
人
面
文
部
分
の
依
存

状
態
の
良
さ
か
ら
弥
生
時
代
の
風
俗

を
物
語
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
と
も

に
、弥
生
時
代
の
人
面
文
研
究
の
き
っ

か
け
と
な
り
、平
成
二
十
八
年
に
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。　　

亀
塚
遺
跡
は
、
安
城
市
域
東
部
の

鹿
乗
川
、
西
鹿
乗
川
周
辺
に
位
置
す

る
鹿
乗
川
流
域
遺
跡
群
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
ま
す
。こ
の
遺
跡
群
は
、弥
生

時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
集

落
遺
跡
や
古
墳
が
密
集
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、三
河
を
代
表
す
る
拠
点
的
な
遺

跡
群
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
面

文
土
器
を
含
め
た
線
刻
土
器
の
発
見

数
も
周
辺
の
地
域
と
比
較
し
て
群
を

抜
い
て
い
ま
す
。

今
回
、
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
二

〇
一
七
の
地
域
展
と
し
て
人
面
文
壺

形
土
器
を
中
心
に
東
海
地
方
で
出
土

し
た
人
面
表
現
を
紹
介
す
る
と
と
も
に

人
面
文
の
ふ
る
さ
と
安
城
の
鹿
乗
川

流
域
遺
跡
群
の
出
土
遺
物
を
展
示
し

ま
す
。

体
験
講
座
申
込
先

０
５
６
６-

７
７-

６
６
５
５

（
安
城
市
歴
史
博
物
館
）

●
記
念
講
演
会

「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
２
０
１

７
の
み
ど
こ
ろ
」

［
日
時
］11
月
19
日（
日
）14
時
～

［
場
所
］ 

歴
史
博
物
館 

講
座
室

［
講
師
］ 

森
先
一
貴
氏

（
文
化
庁 

文
化
財
部
記
念
物
課
）

「
水
中
考
古
学
の
世
界
を
追
う
」

［
日
時
］12
月
２
日（
土
）14
時
～

［
場
所
］歴
史
博
物
館 

講
座
室

［
講
師
］ 

中
川
永
氏（
豊
橋
市
文
化
財

セ
ン
タ
ー
）

●
歴
博
講
座

「
東
海
の
人
面
文
と
安
城
の
人
面
文
」

［
日
時
］12
月
16
日（
土
）14
時
～

［
場
所
］ 

歴
史
博
物
館 

講
座
室

［
講
師
］ 

野
上
真
由
美（
本
館
学
芸
員
）

●
体
験
講
座

「
ミ
ニ
は
に
わ
づ
く
り
体
験

～
成
形
か
ら
焼
成
ま
で
～
」

［
日
時
］ 

12
月
17
日（
日
）

　　　　　　 

10
時
～
15
時
30
分

［
場
所
］ 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
作
実
習
室

［
講
師
］本
田
郁
子
氏（
名
古
屋
経
営

短
期
大
学 

子
ど
も
学
科
講
師
）

［
定
員
］12
名

［
対
象
］小
学
３
年
生
以
上

［
料
金
］８
０
０
円

［
そ
の
他
］ 

昼
食
は
各
自
に
て
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

［
申
込
］ 

11
月
19
日（
日
）９
時
よ
り

特
別
展
関
連
行
事

平成29年 １ １月１８日（土）～１２月２４日（日）

旧
石
器
か
ら
近
代
に
か
け
て
幅
広
く

日
本
全
国
の
発
掘
調
査
成
果
を
一
堂
に
展
示
す
る
め
っ
た
に
な
い
機
会
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
安
城
市
歴
史
博
物
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔観覧料〕400円（中学生以下無料）

開
催
期
間

てつはう
（史跡鷹島神崎遺跡）

人面文壺形土器
（亀塚遺跡）

縄文土器
（高根遺跡）

こ
う
ね

た
か
し
ま
こ
う
ざ
き

新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報新発見考古速報

い
り　　
さ
わ

と
う
し
ょ
う
だ
い
じ

か
ご
し
ま
じ
ょ
う

あ
す
か
き
ょ
う
あ
と
え
ん
ち

ひ
ゃ
っ
か
だ
い

ふ
も
ん
じ

を
展
示
し
ま
す
。

ガラス小玉（入の沢遺跡）

あ
わ
づ　
こ
て
い

く
ら
き
ざ
き
か
い
て
い

市制施行６５周年記念特別展

地域展「倭人発見！！ －東海の人面文 安城の人面文－」地域展「倭人発見！！ －東海の人面文 安城の人面文－」

三彩瓦
（史跡唐招提寺旧境内）

文責 ：野上真由美

ᣣᧄでは、Ფᐕ⚂�����ઙの⊒ជ⺞ᩏ߇ⴕࠇࠊ、ᄙߊの⺞ᩏᚑᨐ߇⫾Ⓧ޿ߡࠇߐます。ᢥൻᐡでは、ၒ⬿ᢥൻ
⽷の内ኈ߿଻⼔にߡ޿ߟℂ⸃をᷓ߼るこߣを目⊛ߣしߡᐔᚑ�ᐕᐲోࠄ߆࿖のඳ‛㙚をᎼ回するޟ⊒ជߚࠇߐᣣᧄ೉
ፉዷޠを㐿௅し޿ߡます。ߘしߡ、今ᐕᐲ቟ၔ市ᱧผඳ‛㙚では市೙ᣉⴕ��๟ᐕを⸥ᔨしߡ․೎ዷޟ⊒ជߚࠇߐᣣ
ᧄ೉ፉޠ����を㐿௅するこߣߣなࠅましࠇߘ。ߚでは、ਥなዷ␜⾗ᢱにߡ޿ߟ紹介をし߈޿ߡます。



安
城
町
で
は
︑昭
和
初
期
か

ら
昭
和
十
年
代
初
頭
ま
で
︑工

場
誘
致
が
積
極
的
に
行
わ
れ
ま

し
た
︒工
場
建
設
が
進
ん
で

い
っ
た
様
子
が
わ
か
る
︑昭
和

十
五
年︵
一
九
四
○
︶作
成
の
安

城
町
鳥
瞰
図
が
あ
り
ま
す
︒上

の
図
を
見
て
く
だ
さ
い
︒こ
の

な
か
に
は
︑昭
和
初
期
に
急
増

し
た
工
場
の
い
く
つ
か
が
描
き

込
ま
れ
て
い
ま
す
︒主
だ
っ
た

も
の
を
拾
っ
て
み
る
と
︑内
外

綿
工
場
︑辻
紡
績
工
場
︑ワ
シ
ノ

今
村
工
場
︑日
本
特
殊
繊
維
工

場
︑神
杉
酒
造
場
な
ど
で
す
︒い

ず
れ
も
昭
和
初
期
か
ら
十
五
年

く
ら
い
ま
で
に
造
ら
れ
た
も
の

で
す
︒

昭
和
に
入
る
と
世
界
恐
慌

の
影
響
を
受
け
︑日
本
で
も
不

景
気
の
時
代
に
入
り
ま
し
た
︒

安
城
町
で
も
主
産
業
で
あ
っ
た

製
糸
関
係
の
事
業
が
衰
退
し
︑

山
丸
製
糸
の
よ
う
に
撤
退
し
て

し
ま
う
工
場
も
出
て
き
ま
し

た
︒経
済
を
立
て
直
す
た
め
に
︑

新
た
な
産
業
と
し
て
︑工
場
誘

致
を
積
極
的
に
進
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
︒最
初
に
誘
致
に

成
功
し
た
の
が
内
外
綿
株
式
会

社
と
辻
紡
績
株
式
会
社
で
す
︒

工
場
用
地
の
確
保
に
は
多
額
の

補
助
金
を
用
意
す
る
な
ど
便
宜

を
図
り
ま
し
た
︒

写
真
は
︑昭
和
九
年(

一
九

三
四)

に
創
業
を
開
始
し
た
辻

紡
績
今
村
工
場
の
地
鎮
祭
祝
賀

会
の
写
真
で
す
︒た
く
さ
ん
の

人
が
列
席
し
︑工
場
の
誘
致
か

ら
工
場
建
設
に
つ
な
が
っ
た
こ

と
を
喜
ん
で
い
る
よ
う
で
す
︒

紅
白
の
幕
が
張
ら
れ
︑工
場
誘

致
に
尽
力
し
た
人
の
代
表
が
祝

辞
で
も
述
べ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
︑出
席
者
が
そ
の
話
に
聞

き
入
っ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま

す
︒机
の
上
に
は
︑た
く
さ
ん
の

引
き
出
物
が
並
ん
で
い
ま
す
︒

こ
の
工
場
の
建
設
に
対
す
る
関

係
者
の
喜
び
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
︒

ま
た
︑現
在
大
東
町
に
通
称

大
池
と
い
う
池
が
あ
り
ま
す
︒

こ
れ
は
内
外
綿
の
用
地
を
造
成

す
る
と
き
に
︑土
を
入
れ
る
た

め
に
掘
ら
れ
て
で
き
た
池
で

す
︒大
池
は
︑現
在
多
く
の
人
が

釣
り
な
ど
を
楽
し
む
な
ど
憩
い

の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

こ
の
こ
ろ
安
城
町
は
︑工
場

誘
致
の
努
力
も
あ
り
︑工
場
数

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
ま
し

た
︒工
場
数
は
昭
和
十
年(

一

九
三
五)

こ
ろ
に
は
五
〇
か
ら

六
〇
程
度
だ
っ
た
も
の
が
︑昭

和
十
四
年(

一
九
三
九)

に
は

三
五
〇
程
度
ま
で
増
え
ま
し

た
︒産
業
構
成
に
も
変
化
を
も

た
ら
し
︑業
態
別
現
住
戸
数
は

昭
和
十
四
年
に
は
農
業
戸
数

が
五
一
％
︑つ
ま
り
︑二
戸
に

一
戸
は
農
業
外
で
生
計
を
立

て
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
︒当
然
工
業
生
産
額
に
も
変

化
が
あ
り
︑昭
和
十
年
に
は
農

業
生
産
額
の
四
倍
に
な
り
ま

し
た
︒

安
城
町
は
︑昭
和
九
年
の

﹁
都
市
計
画
法
﹂︑十
三
年(

一

九
三
八)

の﹁
市
街
地
建
築
物

法
﹂の
適
用
を
受
け
︑新
し
い

町
づ
く
り
を
模
索
し
出
し
ま

し
た
︒名
鉄
バ
ス
の
基
本
路
線

が
整
い
だ
し
た
の
も
こ
の
こ

ろ
で
す
︒ま
た
︑山
丸
製
糸
の

跡
地
に
安
城
公
園
を
造
る
計

画
が
で
て
き
た
の
も
こ
の
こ

ろ
で
す
︒

こ
の
よ
う
に
町
が
発
展
し

て
い
る
様
子
が
︑こ
の
鳥
瞰
図

に
は
表
れ
て
お
り
︑戦
後
の

﹁
田
園
都
市
﹂路
線
の
先
駆
け

を
感
じ
ま
す
︒

は
た
ら
く

人
た
ち

安
祥
文
化
のさ
と
で

安
城
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
受
付
」

 
ど
ん
な
お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？

Q1

目録作り

展
示
室
の
利
用
受
付
と
催
し
物
や
講
座
の
案
内
や

広
報
︑お
客
様
の
問
い
合
わ
せ
の
対
応
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
︒

      

お
仕
事
の
な
か
の
魅
力
は
？

Q2お
客
様
か
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
で
す
︒写
真
や
絵

画
で
の
展
示
室
利
用
の
際
に
︑作
品
づ
く
り
の
楽

し
さ
︑出
展
作
品
の
解
説
︑趣
味
の
こ
と
な
ど
を
聞

け
る
こ
と
が
楽
し
い
で
す
︒大
変
な
思
い
を
し
て

撮
影
し
た
写
真
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
創
作
の
ロ
マ
ン

や
苦
労
話
な
ど
を
お
聞
き
す
る
と
︑作
品
の
奥
深

さ
を
感
じ
ま
す
︒

      

仕
事
中
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

Q3笑
顔
で
す
︒展
示
室
利
用
の
お
客
様
が
気
持
ち
良

く
利
用
し
て
帰
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
︒リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
何
度
も
利
用
い
た

      

今
後
の
お
す
す
め
の
展
覧
会
は
？

Q4安
美
展
で
す
︒い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
一

度
に
見
ら
れ
る
の
で
見
応
え
が
あ
り
ま
す
︒公
募

展
な
の
で
︑い
ろ
ん
な
味
わ
い
の
あ
る
作
品
が

揃
っ
て
い
て
︑面
白
い
と
思
い
ま
す
︒

      

お
客
様
への
メッセ
ー
ジ
は
？

Q5ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒毎
週
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
展
示
が
替
わ
る
の
で
︑ぜ
ひ
何
度
も
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
︒

辻紡績今村工場地鎮祭祝賀会 [里町内会蔵 ]

辻紡績今村工場地鎮祭祝賀会 [里町内会蔵 ]

安城町鳥瞰図（一部）[ 安城市歴史博物館蔵  『産業の安城』（昭和15 年刊）より]安城町鳥瞰図（一部）[ 安城市歴史博物館蔵  『産業の安城』（昭和15 年刊）より]

昭和の名作シネマ上映会 月に一度、名作映画を歴博にてご覧ください。

当日参加可能講座室場所 80名定員 10:00 ～時間

夏目漱石のこころ
1955年10/29

日

出演 森雅之、新珠三千代

夏目漱石の名作を監督・市川崑が忠実に映画化。鋭
い心理描写が冴え、俳優たちの緻密な演技が印象。

時間 122分

人生とんぼ返り
1955年11/26

日

出演 森繁久弥、山田五十鈴

ひたすら殺陣に打ち込む段平と、彼を支える髪結いの
妻、そして段平を父と慕う娘の深い愛情を描いた名作。

時間 117分

河内山宗俊
1936年12/24

日

出演 河原崎長十郎、原節子

市井に生きる人々の感情がいきいきと描かれた監
督・山中貞雄の傑作。原節子が美しい。

時間 82分

丹下左膳余話 百萬両の壺
1935年1/21

日

出演 大河内伝次郎、喜代三

日本映画史上屈指の傑作。軽妙な演出と大河内伝次
郎の魅力がすばらしい。

時間 92分

北国の街
1965年2/25

日

出演 舟木一夫、和泉雅子

新潟県十日町。ここで絹の手織の伝統を守る職人の
息子・海彦はある日、雪子という女子高生に恋をする。

時間 92分

大草原の渡り鳥
1960年3/18

日

出演 小林旭、浅丘ルリ子、宍戸錠

マイトガイ小林旭とエースの錠こと宍戸錠の名コン
ビによる「渡り鳥」シリーズ最高傑作。

時間 84分

月に一度、名作映画を歴博にてご覧ください。

当日参加可能10:00 ～

人生とんぼ返り
1955年26

出演 森繁久弥、山田五十鈴

ひたすら殺陣に打ち込む段平と、彼を支える髪結いの
妻、そして段平を父と慕う娘の深い愛情を描いた名作。

時間 117分

河内山宗俊
1936年12/24

日

出演 河原崎長十郎、原節子

市井に生きる人々の感情がいきいきと描かれた監
督・山中貞雄の傑作。原節子が美しい。

時間 82分

だ
け
る
と
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
︒

　市民ギャラリーの入口目の前にあるギャラリー受付。笑顔でお
客様をお出迎えし、案内をおこなうギャラリーの顔です。
今回はギャラリー受付の仕事を紹介します。

第2回
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